
http : / /www.town.ozora .hokka ido . jp

特集：「議会報告会・町民との
　　　　意見交流会」を開催しました
●平成28年12月定例会
　◇特別職給与費を53万9,000円減額
●平成２８年１１月臨時会
　◇広域穀類乾燥調製貯蔵施設
　　整備関連費に70億8,596万円増額
委員会レポート

町政を問う！!　 ～12月定例会～
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大 空 町 検 索

【一般質問：3名の議員が登壇】

平成29年（2017年）２月15日発行 43号

ぎかいだより
O Z O R A

G I K A I  D A Y O R I

北 海 道 大 空 町 議 会

平成28年12月 定例会

☆田中裕之議員
・大成４区会館前交差点での事故対応について
　ほか１件

☆上地史隆議員
・不妊治療について　ほか１件

☆齋藤宏司議員
・高齢ドライバーの運転免許自主返納について
　ほか２件

議会活動掲示板
「町民の声」馬渡 智昭さ　　んより

11月26日大空町異業種交流イベント「おおぞらヤンヤン」
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　町民皆さんの声を直接聴く機会として「議会報告会・町民との意見交流会」を11
月19日と11月20日にそれぞれ両地区で開催し、計27名の方に足を運んでいただきま
した。前半の議会報告会の部・後半の意見交流会の部において、たくさんのご意見
等をいただきましたので主な内容をお知らせします。また、議会に対するアンケー
トにもご協力いただき大変ありがとうございました。

平成28年度
「議会報告会・町民との意見交流会」を開催！

●議会報告会の部（３常任委員会からの報告）
　◇網走刑務所住吉作業所用地の状況について　◇定住団地の宅地分譲の状況について
　◇道内行政視察調査の報告について　◇台風23号災害被災箇所の復旧状況について
　◇女満別運動公園改修工事について　◇議会広報について
●意見交流会の部
　◇自由に意見交換を行いました。

町民との対話と開か れた議会を目指して

参加者からの主な質問や意見等・議会側の回答

参加者からの主な質問や意見等・議会側の回答主な質問・意見等 議会側の回答

●女満別空港の民営化はどの様になっているのか ◆空港は、［管制塔］「滑走路」「空港ビル」の３
つに分かれている。民営化とは「滑走路」「空港
ビル」を民営化して一括管理し効率化を図ること
により、新たな路線の参入などが図られ、地元に
も経済効果が期待できる。現在、北見市、網走市、
大空町でアドバイザー業務の委託中である。

●北見から美幌間の高規格道路の整備が何故進ま
ないのか

◆オホーツク管内一丸となって要請している。地
域交通ネットワークは鉄道、空、道路と総合的に
考えて行く必要がある。

●網走川湯線の稲富付近の改良工事が行なわれて
いるが、どの辺まで整備される予定なのか、どん
どん進めて頂きたい。

◆今年度の工事は、現在改良工事が行なわれてい
る部分、エミュー牧場から東藻琴寄りは諸事情が
あり遅れると聞いている。

●議会の出前講座を開催したことがあるのか ◆昨年、建設業協会と自治会連合会の方々と実施
したところである。考えが有れば事務局を通じて
相談いただきたい。

●議会議員は、町民が参加する研修会や講習会な
どに顔を出してもらって、住民に見える議員であ
ってほしい。そのことにより意見交換会にも人が
集まるのではないか。

◆住民の方々に顔が見えないのは、我々にとって
も致命的なことだと思う。町民の方々との距離を
いかに近くして行くかという一つの取り組みとし
て、このような企画をしている。しかし、議会は
どんなことをしているのかわからないということ
は前々から言われている。一つ一つ丁寧に自覚を
持って解決して行きたい。いただいた意見を受け
とめ、持ち帰って伝えながら、行動に移せるよう
皆で確認をして行きたい。

主な質問・意見等 議会側の回答

●網走刑務所住吉作業所用地については、町とし
て購入したいということか、こちらからどういう
姿勢で要請したのか。

◆無償は難しいと考えられる。町と議会で国（財
務省、法務省）に対して要望書を提出している。
こちらからは無償でとは言っていない。

●網走刑務所の作業用地について、これだけ広大
な土地を無償で払い下げられるのか、それとも有
償で買い取るのか。

◆無償と言う事は無いと思う。荒れた土地であり
そんなに高いものにはならないと考えている。議
会でも以前から一般質問等で話題となっていた。
今年６月に議会としても要望書を作成し町長と国
へ行ってきた。以前に比べ手ごたえを感じた。

●網走刑務所の作業用地の将来的な具体的活用は ◆具体的な内容はこれからであるが、広大な土地
ですから、自然保護エリア、造林エリア、交流エ
リア、エントランスエリアなどに分けて活用して
いくことになる。

●網走刑務所の作業用地には過去に水田があった
と聞くが、農地としての活用は考えていないのか、
植林した木は何年くらい経っているのか。

◆農地は考えていない。水田跡地は植林されてい
る。カラマツであったかと思うが、森林組合の話
によると森林としての価値は無いと言っていた。
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主な質問・意見等 議会側の回答

●介護について、外国人労働者が介護士として働
けるようになる。また、海外研修生のための日本
語学校など外国人との接点をなんとか地域の産業
として考えられないか。

◆日本語学校が良いか、別の形がいいのかも含め
て、外国人の介護士等、国は門戸を開いています
ので、地方の方にもそういう時代が来るだろうと、
そのことは頭の中に入れて活動して行かなければ
ならないと思います。

●議員の視察研修の写真が議員の顔ばかりである。
行った先の施設の写真を多くすべきである。

◆これは決して事務局が悪いのではなくて、我々
のチェックが足りなかった。非常に反省していま
す、今後こういうことのないように気を付けたい。

●介護施設では介護員が足りなくて本当苦慮して
いる。東藻琴３０床にしたら介護員を確保できるの
か、ベットを空けとくような形になるのではない
か、確保する策を取って頂きたい。

◆今回視察に行った先でも人が足りないと聞いて
います。３０床増床により８名から１０名の人員が必
要となる。我々も声掛けをさせてもらっているし、
福祉会としても一生懸命努力している。

●介護員確保の努力を施設として当然しているし、
役員で本当に真剣に考えている。介護士の給料が
安い、人件費を補助し賃金を上げてほしい。

◆予算の配分をどの様に振り分けるかは、簡単に
答えられない。人員確保については所管委員会と
して声掛けをさせてもらっているし、町としても、
医療・介護従事者の確保・定着を目的に住宅準備
や継続就業に対する支援、更に、資格取得に対す
る経費の助成制度を整備している。

●議会報告会の開催時間ですが、毎日のように高
齢者の交通事故が起きているので、議会報告会だ
けでなく夜に行う行事が多いので、年寄りに参加
を呼び掛けるのであれば、昼間など明るい時にお
願いしたい。

◆会議等は担当部署でそれぞれ考えて開催してい
る。議会報告会については、以前午後２時の時間
帯を設定させていただいたこともあります。もっ
と明るい時間にやってはどうかという提案をいた
だきました。土曜日の昼間とか、同日で２カ所や
ることも可能ですし、午前中、女満別でやって、
昼から東藻琴、明るい時間にできないかも含めて、
検討させていただきたい。

●議会広報、一時期に比べるとカラフルで、写真
が多くなりました。図表だとか、視覚に訴える。
そこに努力もあったのかなと感じがしました。

◆少しずつ軌道修正し今日に至っております。モ
ニター会議制度を取り入れ年２回意見をお聞きし
ていることもあり大変評判が良くなっています。
しかし、逆に有頂天になったら駄目だと思います。
どうしても議会のこと限定となりマンネリになる
ので、町民の皆さん方から興味を持ってもらえる
よう今後も一生懸命やっていきたいと思います。

主な質問・意見等 議会側の回答

●定住団地を造成し１３件分譲の申込みがあり、建
設状況や見込みはどうか、せっかく造成したのに
申込件数が少なくもったいないのでは。

◆現在１３件中、８件建設されている状況である。
２年以内に着工する制約があること、またＰＲに
ひと工夫必要ではと委員会でも申し上げている。

●女満別空港への案内看板の整備をお願いしたい。
空港に行く看板があるが小さいし、中標津空港な
どではたくさん看板がある。

◆北見側からはスムーズに案内できるが、東藻琴
側からの案内は曲りが多い。対処して行けるよう
考えたい。国道については開発で看板を設置して
くれた。補助の看板を観光協会独自で整備した。
分かりやすい看板の設置に努力して行きたい。看
板設置については色々と制約がある。

●女満別地区の道路は通り抜けできない道路が多
い。国道や道道までの案内看板を整備する必要が
ある。地区名が表示されても我々は分からない。

◆我々は慣れている面もあり、肝に銘じて町と相
談しながら進めたい。

●女満別運動公園について、野球場をあそこまで
大々的に改修する必要があったのか、いくら国か
らの補助があるとはいえ議員は疑問を持たなかっ
たのか。雨が降ったら朝野球止めればいいし、同
じ金を使うのに使い方があると思う。我慢できる
ものは我慢すべきでは。また、野球人口はどのく
らいか。

◆グランドの状況が悪くて、雨が降るとダッグア
ウトに雨が入るし、得点表示板も手作業で老朽化
している。
◆東藻琴でシニアの硬式の野球チームができまし
た。硬式については、外野フェンスのラバーなど
が必要となる。
◆野球人口は、通年で２,７００名程度と記憶している。

●女満別運動公園の拡張する中で、立木が随分切
られていると思う。日影がないし切ったら植える
べきではないか。

◆運動公園の木は老朽化により伐採した。伐採し
た後の植栽について確認する。

●女満別空港通に長椅子があるが、ほこりが溜っ
て、雨が降ったら座れない。車道に背を向けて誰
が座るのか、ベンチを歩道の反対側に移設しても
らいたい。

◆現地に行きその状況を確認させていただきたい。
状況を見て町を通じて道に申し入れを行っていき
たいと思う。

●女満別の本通りについて、椅子がないし休むと
ころや日陰もない。個人宅の前でもいいので「椅
子を置きましょう」スローガンを作ってはどうか。

◆昔は店先にお客さんが来たら、休むところがあ
ったような気がする。街の中にそういう所がなく
なったし、ちょっと休む所があってもいいのかな
と思います。今後のまちづくりの課題かと思いま
す。
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◆参加者アンケート集計結果※今回の参加者のうち25名の方から回答をいただきました。
Q１今回の報告会、意見交流会についての感想は
　　いかがでしたか？

Q２ 開催時期については、いかがでしたか？

Q３ 開催の時間帯については、いかがでしたか？ Ｑ4 今回は、常任委員会の調査活動について報告
　　しましたが、いかがでしたか？

Q５ 今回の意見交流会は、テーマを設けずに
　　行ったが、いかがでしたか？

Q６ 質疑応答・意見交流の時間はいかがでしたか？

Q７ 今回のような議会報告会・意見交流会の開催に
　　ついて、どのように思いますか？

Q８ 「議会報告会・町民との意見交流会」の開催
　　情報を得たのは、何からですか？

Q９ 議会では町内各団体の要請により出前懇談会を
　　行うこととしているが、どう思われますか？

Q10 「大空町議会だより」を読んでいますか？

Q11お気に入りのページはありますか？ Q12 インターネットで「議会ホームページ」や「議会中継
　（ユーストリーム）をごらんになったことがありますか？

無回答　8％
満足　8％満足　8％ 無回答　12％無回答　12％

適当　80％適当　80％

委員会活動の
状況が分かった
76％

委員会活動の
状況が分かった
76％

検討するべき
8%
検討するべき
8%

理解
できなかった
4％

理解
できなかった
4％

不満足　8％不満足　8％

無回答　8％無回答　8％

あまり興味が
ない　0％
あまり興味が
ない　0％

町民の声　9％町民の声　9％

その他　9％その他　9％

無回答　28％無回答　28％

無回答　28％無回答　28％

無回答　20％無回答　20％

無回答　32％無回答　32％

トップ記事（2.3ページ）
2％
トップ記事（2.3ページ）
2％

無回答　20％無回答　20％

無回答　8％無回答　8％

やや不満　8％

検討するべき
36％
検討するべき
36％

無回答　4％
その他　12％

満足　52％満足　52％やや不満
16％
やや不満
16％

無回答　28％無回答　28％

不満足　4％

適当　60％

テーマを
設けるべき
24％

テーマを
設けるべき
24％

継続するのが
望ましい
52％

継続するのが
望ましい
52％

機会を設けることは
よいことだが、今は
開催要請するか分か
らない　8%

機会を設けることは
よいことだが、今は
開催要請するか分か
らない　8%

一般質問　30％一般質問　30％

議会だより
折り込みチラシ
29％

議会だより
折り込みチラシ
29％

たまに見る　16％たまに見る　16％

見ない　24％見ない　24％

無回答　16％

必要ない　0％

所属する団体や
地域の方々と相
談してから考えたい　16%

委員会活動・議会活動
18％

議員からの
呼びかけ
11％

読んでいない
0％

わからない　0％

ぜひ継続
するべき
40％

町の広報　31％

いつも読んでいる　56％

よく見る　36％

ぜひ行うべき　44%

予算決算のページ　21％

ほぼ満足　68％ほぼ満足　68％

適当　60％

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳
細は、両地区図書館にある「会議録」をごらんください。また、
議会ホームページにある「会議録」もごらんください。

●議会ホームページＵＲＬ：
（http：//www.town.ozora.hokkaido.jp/docs/2015011300061/）

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳

平成28年12月 定例会（12/20～21開催）で
決定した主な内容をお知らせします。

（条例制定６件・補正予算２件・指定管理者の指定などについて、全議員賛成で可決されました。）
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























町長及び副町長の特別職給与費を
53万9,000円減額補正

 補正予算の主な内容
会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 3,878万円 177億4,358万円

　＜一般会計＞
　【歳　出】

事  業  内  容 補  正  額
地 域 振 興 施 設 整 備 事 業 備 品 購 入 費 380万円
臨 時 福 祉 給 付 金 給 付 事 業 2,119万円
廃 屋 等 解 体 撤 去 補 助 金 50万円
環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 援 対 策 事 業 176万円
農 業 農 村 多 面 的 機 能 支 払 交 付 金 事 業 702万円
体 育 振 興 補 助 金 22万円
職 員 給 与 費（ 町 長・ 副 町 長 ） △53万円
そ の 他 事 業 482万円

　【歳　入】
事  業  内  容 補  正  額

臨 時 福 祉 給 付 金 給 付 事 業 費 補 助 金 1,800万円
環 境 保 全 型 農 業 直 接 支 援 対 策 事 業 補 助 金 132万円
い き い き ふ る さ と 推 進 事 業 助 成 金 100万円
そ の 他 1,846万円

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
︑
12
月
定
例
会
に
て
審
議
を
行

い
ま
し
た
︒

　
地
域
振
興
施
設
整
備
事
業
に
係
る
備

品
購
入
費
に
₃
₈
₀
万
円
︑
臨
時
福
祉

給
付
金
給
付
事
業
に
₂
₁
₁
₉
万
円
︑

町
民
の
全
道
・
全
国
大
会
参
加
助
成
に

係
る
体
育
振
興
補
助
金
に
₂
₂
万
円
を

増
額
補
正
し
ま
し
た
︒

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
　
豊
住
排
水
機

場
管
理
費
負
担
金
に
つ
い
て
、

最
近
大
雨
災
害
等
が
増
え
て

き
て
い
る
状
況
だ
が
、
非
常

用
ポ
ン
プ
の
設
置
状
況
及
び

今
後
の
設
置
の
考
え
方
に
つ

い
て
お
聞
き
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
災
害

時
に
お
け
る
ポ
ン
プ
の
手
配

に
つ
い
て
は
苦
慮
し
て
い
る

状
況
で
す
。
平
成
２₉
年
度
に

は
ポ
ン
プ
を
購
入
し
対
応
を

行
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
ト
マ
ッ

プ
川
に
お
い
て
は
１
基
を
常

設
、
川
尻
漁
場
で
も
必
要
に

応
じ
ポ
ン
プ
を
手
配
し
て
い

る
状
況
で
す
。

　
　
　
　
　
　
今
後
も
非
常

用
の
備
え
を
拡
充
し
て
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　
　
　
　
　
大
空
町
広
域

協
定
運
営
委
員
会
負
担
金
に

つ
い
て
、
今
回
の
職
員
の
不

適
切
な
事
務
処
理
の
件
に
つ

い
て
は
、
町
民
か
ら
の
信
頼

を
失
う
結
果
と
な
っ
た
。
今

後
再
発
防
止
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
体
制
づ
く
り
を
行
う

か
お
聞
き
し
た
い
。

松
田
議
員

中
村
産
業
課
参
事

藤
田
総
務
課
長

山
下
町
長

松
岡
議
員

　
ま
た
︑
先
の
農
地
関
連
工
事
事
務
処

理
の
職
員
不
祥
事
に
係
る
農
業
農
村
多

面
的
機
能
支
払
交
付
金
事
業
に
₇
₀
₂

万
円
増
額
︑
そ
れ
に
関
連
し
町
長
及
び

副
町
長
の
特
別
職
給
与
を
減
給
20
％
２

か
月
分
︑
53
万
９
千
円
を
減
額
補
正
し
︑

総
額
は
₁
₇
₇
億
₄
₃
₅
₈
万
円
と
な

り
ま
し
た
︒
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定

例

会

定

例

会

国への要望意見書を
全会一致で採択

　
　
　
　
　
　
　
組
織
と
し

て
今
後
は
こ
の
よ
う
な
こ
と

が
な
い
よ
う
、
職
員
一
人
ひ

と
り
に
立
場
を
深
く
認
識
さ

せ
る
よ
う
指
導
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
私
か
ら
も
深

く
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

職
員
だ
け
で
は
な
く
、
そ
の

よ
う
な
職
場
環
境
に
し
て
し

ま
っ
た
私
に
も
責
任
が
あ
る

と
感
じ
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
そ
の
環
境
の
見
直
し
等
を

行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

物
品
の
購
入

東
藻
琴
診
療
所
の
超
音
波
画

像
診
断
装
置
の
購
入

　
平
成
１７
年
か
ら
使
用
し
て

川
口
副
町
長

山
下
町
長

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
　
ち
あ
ふ
る
の

指
定
管
理
に
つ
い
て
、
管
理

者
の
経
営
努
力
等
の
状
況
は
。

　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者

の
東
藻
琴
福
祉
会
に
お
い
て

は
、
い
ろ
ん
な
面
で
努
力
や

新
た
な
取
組
を
行
っ
て
い
る

状
況
で
、
短
期
入
所
及
び
グ

松
田
議
員

南
部
福
祉
課
長

い
る
現
装
置
の
老
朽
化
に
よ

り
、
操
作
性
の
良
い
３
Ｄ
画

像
処
理
の
可
能
な
新
機
器
を

導
入
し
ま
す
。
指
名
競
争
入

札
の
結
果
、
購
入
金
額
8
6

1
万
円
で
三
好
メ
デ
ィ
カ
ル

㈱
が
落
札
し
ま
し
た
。

財
産
の
無
償
貸
付

医
療
法
人
社
団
双
心
会
へ
の

土
地
及
び
建
物
の
無
償
貸
付

　
大
空
町
医
療
計
画
の
基
幹

病
院
で
あ
る
女
満
別
中
央
病

院
の
医
療
の
確
保
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
、
病
院
周
辺
の

土
地
及
び
医
師
住
宅
の
無
償

貸
付
け
を
双
心
会
へ
行
う
た

め
、
地
方
自
治
法
の
規
定
に

よ
り
議
決
を
行
い
ま
し
た
。

指
定
管
理
者
の
指
定

　
町
内
の
施
設
等
の
指
定
管

理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
次

の
表
の
４
施
設
の
内
容
で
提

案
さ
れ
、
議
決
を
行
い
ま
し

た
。

女満別農業構造改善センター

女満別中央病院医師住宅

東藻琴診療所の
超音波画像診断
装置

東藻琴老人福祉センター

ル
ー
プ
ホ
ー
ム
定
員
の
満
度

入
所
、
ち
あ
ふ
る
カ
フ
ェ
等

の
開
催
も
行
っ
て
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
東
藻
琴
老
人

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

に
つ
い
て
、
街
な
か
サ
ロ
ン

の
月
１
回
は
少
な
く
な
い
か
。

沢
出
議
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
開
催
回
数
に
つ
い
て
は
、

今
後
ど
の
よ
う
に
進
め
る
か

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

条

例

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
①
臨
時
職
員
等
の
勤

務
条
件
に
関
す
る
条
例
、
②

税
条
例
、
③
国
民
健
康
保
険

税
条
例
、
④
農
業
振
興
資
金

利
子
補
給
条
例
⑤
特
別
職
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
５
条

例
、
ま
た
、
新
規
制
定
に
つ

い
て
は
、
平
成
２₉
年
９
月
オ

ー
プ
ン
予
定
の
地
域
振
興
施

設
に
係
る
⑥
地
域
振
興
施
設

条
例
に
つ
い
て
提
案
さ
れ
、

そ
れ
ぞ
れ
議
決
を
行
い
ま
し

た
。

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
　
地
域
振
興
施

設
は
正
月
は
開
く
の
か
、
ま

た
、
お
盆
時
期
は
ど
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
休
日
開
館

及
び
お
盆
の
早
期
オ
ー
プ
ン

に
つ
い
て
は
、
で
き
る
限
り

対
応
で
き
る
よ
う
進
め
た
い
。

　
　
　
　
　
　
障
が
い
者
は

使
用
料
の
減
免
は
あ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
そ
の
点
に

つ
い
て
は
、
今
後
の
経
営
状

況
等
を
見
な
が
ら
検
討
し
て

い
き
た
い
。

平
田
住
民
福
祉
課
長

原
本
議
員

菊
地
支
所
長

上
地
議
員

菊
地
支
所
長

管理施設の名称 指定管理者 指定管理期間

女満別農業構造
改善センター

社会福祉法人
　女満別福祉会

平成２₉年４月１日から
平成３₄年３月３１日まで

障がい者
福祉センターちあふる

社会福祉法人
　東藻琴福祉会

平成２₉年４月１日から
平成３₄年３月３１日まで

東藻琴老人
福祉センター

社会福祉法人
　東藻琴福祉会

平成２₉年４月１日から
平成３₄年３月３１日まで

東藻琴農村環境改善セ
ンター・東藻琴公民館

フジケンビル
サービス株式会社

平成２₉年４月１日から
平成３２年３月３１日まで

要
望
意
見
書

　
次
の
表
の
と
お
り
、
所
管

委
員
会
で
協
議
し
た
結
果
、

４
件
全
件
採
択
と
な
り
、
定

例
会
に
お
い
て
、
国
に
対
す

る
要
望
意
見
書
を
全
会
一
致

で
採
択
し
提
出
し
て
い
ま
す
。

（
要
望
意
見
書
内
容
は
要
約

し
て
い
ま
す
）

★12月定例会の際に審議した陳情等の結果
番号 件　　　　　　　名 採択 議員配布対応 継続審査

１ 地方議会議員の厚生年金制度への加入を求める要望意見書 ○

２ 大雨災害に関する要望意見書 ○

３ ＪＲ北海道への経営支援を求める要望意見書 ○

４ 安全・安心の医療・介護の実現と夜勤交替制労働の改善を求める
要望意見書 ○

　
次
の
と
お
り
、
本
定
例
会
に
お
い
て
、
国
に
対

し
て
４
件
の
要
望
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

　
　

 

地
方
議
会
議
員
の
厚
生
年
金
制
度

へ
の
加
入
を
求
め
る
要
望
意
見
書

　

地
方
分
権
時
代
を
迎
え
た
今
日
、
住
民
の
代
表

機
関
で
あ
る
地
方
議
会
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
責

任
が
重
く
な
る
中
、
町
村
で
は
議
員
へ
の
立
候
補

者
の
減
少
、
無
投
票
当
選
の
増
加
な
ど
、
住
民
の

関
心
の
低
下
及
び
議
員
の
な
り
手
不
足
が
大
き
な

問
題
と
な
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
、
地
方
議
会
議
員

の
厚
生
年
金
制
度
加
入
の
た
め
の
法
整
備
を
早
急

に
実
現
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
。

　
　
大
雨
災
害
に
関
す
る
要
望
意
見
書

　

北
海
道
で
は
本
年
８
月
の
台
風
の
影
響
な
ど
に

よ
り
、
住
宅
や
農
地
へ
の
浸
水
被
害
及
び
道
路
・

鉄
道
の
決
壊
や
土
砂
災
害
が
発
生
し
、
住
民
の
く

ら
し
や
経
済
活
動
に
多
大
な
影
響
が
生
じ
て
い
る
。

住
民
が
一
日
も
早
く
、
安
心
し
て
も
と
の
生
活
を

取
り
戻
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
早
急
な
災
害
対
策

と
今
後
の
防
災
対
策
が
必
要
で
あ
る
た
め
、
こ
の

度
の
災
害
か
ら
の
迅
速
な
復
旧
と
今
後
の
防
災
対

策
に
向
け
、
特
段
の
配
慮
を
強
く
要
望
す
る
。

　
　

 

Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
経
営
支
援
を
求

め
る
要
望
意
見
書

　

Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
１０
路
線
１３
線
区
を
単
独
で
は

維
持
が
困
難
で
あ
る
と
発
表
し
た
。
路
線
廃
止
と

な
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
過
疎
化
が
促
進
さ
れ
、
地

域
の
経
済
や
住
民
の
く
ら
し
を
破
壊
す
る
こ
と
に

な
る
。
公
共
交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
放
棄
す

る
も
の
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
よ
っ
て

国
に
お
い
て
は
、
地
域
住
民
の
日
常
生
活
に
重
要

な
移
動
手
段
で
あ
る
鉄
道
を
北
海
道
に
お
い
て
公

共
交
通
機
関
と
し
て
の
役
割
を
発
揮
で
き
る
よ
う

に
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
の
経
営
が
自
立
で
き
る
よ
う
財

政
支
援
等
を
図
る
よ
う
要
望
す
る
。

　
　

 

安
全
・
安
心
の
医
療
・
介
護
の
実

現
と
夜
勤
交
替
制
労
働
の
改
善
を

求
め
る
要
望
意
見
書

　

医
療
や
介
護
の
現
場
は
、
慢
性
的
な
人
手
不
足

の
た
め
、働
き
続
け
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
で
あ
る
。

し
か
し
、
依
然
と
し
て
、
長
時
間
夜
勤
や
休
息
も

出
来
な
い
短
い
勤
務
間
隔
、
介
護
施
設
で
の
１
人

夜
勤
な
ど
、
労
働
者
の
健
康
や
患
者
・
利
用
者
の

安
全
と
尊
厳
が
お
び
や
か
さ
れ
る
実
態
が
改
善
さ

れ
て
い
な
い
。
労
働
時
間
規
制
等
へ
の
対
策
は
、

猶
予
で
き
な
い
緊
急
の
課
題
で
あ
る
た
め
、
労
働

環
境
改
善
、
人
員
増
員
、
負
担
軽
減
等
に
つ
い
て

要
望
す
る
。

採
択

採
択

採
択

採
択
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一
般
質
問

臨

時

会

平成28年11月 臨時会（11/28開催）で
決定した主な内容をお知らせします。

（条例制定５件・補正予算４件などについて、全議員賛成で可決されました。）
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





















































広
こう

域
いき

穀
こく

類
るい

乾
かん

燥
そう

調
ちょう

製
せい

貯
ちょ

蔵
ぞう

施
し

設
せつ

整備関連費に
70億8,596万円を増額補正！

質
疑
と
答
弁

　
　
　
　
　
　
藻
琴
山
温
泉

芝
桜
公
園
の
温
泉
ポ
ン
プ
取

替
に
よ
り
メ
タ
ン
ガ
ス
が
改

善
さ
れ
る
の
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　

　
今
回
汲
み
上
げ
の
深
さ
を

2
0
0
メ
ー
ト
ル
に
し
、
今

後
は
改
善
を
図
り
た
い
。

　
　
　
　
　
　
広
域
穀
類
乾

燥
調
製
貯
蔵
施
設
に
つ
い
て
、

今
後
の
工
事
発
注
等
も
含
め
、

十
分
な
検
討
を
要
請
し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
国
及

び
道
へ
計
画
承
認
後
、
早
期

に
工
事
発
注
等
を
行
う
よ
う

努
め
た
い
。

条

例

改

正 

　
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い

て
は
、
特
別
職
の
給
与
に
関

す
る
条
例
、
教
育
委
員
会
教

育
長
の
給
与
の
特
例
に
関
す

る
条
例
、
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
条
例
な

ど
に
つ
い
て
議
決
を
行
い
ま

し
た
。専

決

処

分

　
女
満
別
湖
畔
倒
木
事
故
の

発
生
に
よ
る
当
事
者
と
の
和

解
及
び
損
害
賠
償
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。

上
地
議
員

伊
藤
地
域
振
興
課
長

齋
藤
議
員

佐
々
木
産
業
課
長

 補正予算の主な内容
会　　　計 補正予算額 補正後の総額

一 般 会 計 72億1,673万円 177億480万円
介護サービス事業勘定特別会計 7万円 749万円
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計 24万円 3億5,299万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 9万円 3億9,523万円

　＜一般会計＞
　【歳　出】

事  業  内  容 補  正  額
議 員 期 末 手 当 23万円
広 域 穀 類 乾 燥 調 製 貯 蔵 施 設 整 備 事 業 70億8,596万円
藻 琴 山 温 泉 芝 桜 公 園 温 泉 ポ ン プ 取 替 費 654万円
職 員 給 与 費（ 町 長・ 副 町 長・ 教 育 長 含 む ） 712万円
そ の 他 事 業 1億1,688万円

　【歳　入】
事  業  内  容 補  正  額

産 地 パ ワ ー ア ッ プ 事 業 費 補 助 金 33億305万円
広 域 穀 類 乾 燥 調 製 貯 蔵 施 設 整 備 事 業 債 37億1,330万円
そ の 他 2億38万円

平成28年度一般会計補正予算

※詳細に対する質疑・答弁内容は要約して掲載しています。詳
細は、両地区図書館にある「会議録」をごらんください。また、
議会ホームページにある「会議録」もごらんください。

●議会ホームページＵＲＬ：
（http：//www.town.ozora.hokkaido.jp/docs/2015011300061/）

　
平
成
28
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
に

つ
い
て
︑
11
月
臨
時
会
に
て
審
議
を
行

い
ま
し
た
︒

　
６
月
定
例
会
に
引
き
続
き
広
域
穀
類

乾
燥
調
製
貯
蔵
施
設
整
備
関
連
と
し
て

70
億
₈
₅
₉
₆
万
円
の
大
幅
増
額
を
行

い
ま
し
た
︒

　
ま
た
︑
平
成
28
年
人
事
院
勧
告
に
伴

い
︑
町
長
・
副
町
長
・
教
育
長
な
ど
の

特
別
職
及
び
職
員
の
期
末
手
当
等
の
改

定
に
よ
る
職
員
給
与
費
を
₇
₁
₂
万
円
︑

議
員
期
末
手
当
を
23
万
円
︑
藻
琴
山
温

泉
芝
桜
公
園
温
泉
ポ
ン
プ
取
替
費
に
₆

₅
₄
万
円
な
ど
を
増
額
補
正
し
︑
総
額

は
₁
₇
₇
億
₄
₈
₀
万
円
と
な
り
ま
し

た
︒

　
内
訳
は
左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
︒

（一般質問3人）（一般質問3人）

町政を問う！

　平成28年第４回定例会では３人の議員から、町の
施策などに関する一般質問が行われました
※質問、答弁の内容は、要約して掲載しています。
　詳細は、議会ホームページ
（http://www.town.ozora.hokkaido.jp/
　　　　　　　　　　docs/2015011300061/）
　及び両地区図書館で閲覧できる会議録をご覧くだ
さい。

☆田
た
中
なか
 裕
ひろ
之
ゆき
 議員 ･･･････････････････････････････････････ １２ページ

　１．大成４区会館前交差点での事故対応について
　２．旧大成小学校体育館の今後は

☆上
うえ
地
ち
 史
ふみ
隆
たか
 議員 ･･･････････････････････････････････････ １３ページ

　１．不妊治療について
　２．鉄路の存続について

☆齋
さい
藤
とう
 宏
ひろ
司
し
 議員 ･･･････････････････････････････････････ １₅ページ

　１．高齢ドライバーの運転免許自主返納について
　２．町内の廃屋対策について
　３．18歳選挙権について

「議会インターネット中継」のお知らせ
議会の情報公開を進めるため、インターネッ
ト上でライブ中継、録画映像を無料で配信で
きる「ユーストリーム」を活用し、議会審議
状況のインターネット中継を行っています。
　傍聴に来られない方など、直接議場へお越
しいただかなくても、ご家庭などでご覧いた
だけます。ライブ中継のほか、録画映像の配
信も実施しています。（議会後３０日以内）
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一
般
質
問

一
般
質
問

今
後
も
よ
り
一
層
安
全
対
策
を
講
じ

て
ま
い
り
た
い

答
大
成
４
区
会
館
前
交
差
点
で
の

事
故
対
策
は

問

田中　裕之　議員

　
　
　
　
　
　
大
成
４
区
会
館
前
の
交
差
点
の
事
故
防
止
の

対
策
に
つ
い
て
、
地
元
の
自
治
会
で
も
何
度
も
信
号
機
の
設

置
や
、
ま
た
点
滅
灯
の
設
置
や
さ
ま
ざ
ま
な
方
策
を
町
を
通

し
て
公
安
委
員
会
に
お
願
い
を
し
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

す
が
、
残
念
な
が
ら
聞
き
入
れ
て
い
た
だ
け
な
か
っ
た
の
が

現
状
で
あ
り
ま
す
。
町
で
は
、
今
年
1
0
0
万
円
の
補
正
予

算
を
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
て
、
町
と
し
て
の
対
策
を
取
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
ど
の
よ
う
な
工
事
を
し
た
の
か
伺

い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
大
成
４
区
会
館
前
の
交
差
点
は
、
過
去
か
ら

交
通
事
故
が
多
発
す
る
交
差
点
と
し
て
北
見
公
安
委
員
会
、

網
走
警
察
署
に
交
通
安
全
施
設
の
設
置
に
つ
い
て
要
望
を
し

て
ま
い
り
ま
し
た
。
過
去
か
ら
多
く
の
事
故
が
あ
り
ま
し
た

が
、
私
の
就
任
以
降
で
も
平
成
１₆
年
７
月
に
一
旦
停
止
を
無

視
し
た
乗
用
車
同
士
が
出
会
い
頭
に
衝
突
し
死
者
１
名
・
負

傷
者
２
名
と
い
う
事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
。
そ
の
後
、

平
成
２１
年
７
月
、
２２
年
５
月
、
２３
年
６
月
、
２₄
年
８
月
、
２₆

年
５
月
、
今
年
に
入
り
ま
し
て
４
月
、
７
月
と
毎
年
の
よ
う

　
　
　
　
　
　
大
成
４
区
会
館
前
の
交
差
点
の
事
故
防
止
の

田
中
議
員

い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
大
成
４
区
会
館
前
の
交
差
点
は
、
過
去
か
ら

山
下
町
長

に
人
身
事
故
が
発
生
し
て
お
り
、
こ
の
ほ
か
に
も
物
損
事
故

も
多
数
発
生
し
て
い
る
交
差
点
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
今
回
の
要
望
に
お
い
て
は
、
北
見
公
安
委
員
会
の
現
地
調

査
の
結
果
で
は
、
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い
状
況
で
ご
ざ
い

ま
す
。
し
か
し
、
町
道
を
管
理
す
る
町
と
し
て
は
、
交
差
点

の
路
面
表
示
で
の
一
旦
停
止
の
表
示
、
路
面
に
描
く
表
示
、

ド
ッ
ト
線
、
段
差
を
つ
け
た
表
示
、
振
動
に
よ
っ
て
交
差
点

が
あ
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
も
の
な
ど
、
路
面
表
示
を
塗
り
直

し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
一
旦
停
止
標
識
と
重

な
る
道
路
案
内
標
識
（
青
看
板
）
の
場
所
の
移
設
工
事
を
行

っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
見
や
す
く
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
あ

り
が
た
い
こ
と
な
ん
で
す
が
、
今
ま
で
と
ほ
と
ん
ど
変
わ
ら

な
い
と
い
う
感
じ
が
し
ま
す
。
こ
ち
ら
か
ら
も
提
案
さ
せ
て

い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
止
ま
れ
の
看
板
の
縁
に
発
光
ダ

イ
オ
ー
ド
で
、
光
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
今

で
は
電
光
掲
示
板
で
一
旦
停
止
と
か
出
る
も
の
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
策
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
方
々
も

何
と
か
信
号
を
と
か
、
さ
ま
ざ
ま
な
御
提
案
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。
網
走
警
察
署
や
北
見
公
安
委
員
会
等
に
対
し
要

請
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か
私
ど
も
の
要
請
を
聞
き
入
れ

て
い
た
だ
け
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
非
常
に
じ
く
じ
た
る
思

い
を
私
も
し
て
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
ま
で
い
ろ
い
ろ
御
提

案
が
あ
っ
た
中
で
、
こ
れ
は
有
効
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の

は
、
町
と
し
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
取
り
組
ん
で
き
て
お
り

ま
す
。
今
回
ご
提
案
の
部
分
に
つ
い
て
も
考
え
て
み
た
い
と

存
じ
ま
す
。

っ
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
見
や
す
く
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
は
大
変
あ

田
中
議
員

い
ま
す
。
そ
う
い
う
方
策
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
こ
の
交
差
点
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
方
々
も

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
旧
大
成
小
学
校
体
育
館
の
今
後
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
、
体
育
館
に
つ
い
て
は
、
当
時
残
さ
れ
た
３
地
区

で
、
朝
日
地
区
、
開
陽
地
区
、
大
成
地
区
と
順
番
に
体
育
館

を
取
り
壊
す
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
国
内
的

に
も
珍
し
い
ヒ
メ
ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
の
営
巣
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
こ
と
か
ら
、
調
査
の
た
め
に
今
で
も
残
っ
て
い
る
状
態
で

あ
り
ま
す
。
調
査
は
、
２₉
年
度
で
終
了
す
る
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
現
在
、
ヒ
メ
ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
、
ま
た
調
査
終
了
後
は
、
体
育
館
の
取
り
扱
い
を
ど
う
す

る
の
か
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
旧
大
成
小
学
校
体
育
館
は
、
現
在
調
査
さ
れ

て
い
る
方
か
ら
の
報
告
で
は
、
調
査
は
来
年
度
で
一
応
の
区

切
り
と
す
る
予
定
で
あ
る
と
伺
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
。
来
年
度
の
調
査
の
区
切
り
に
合
わ
せ
ま
し
て
、
自
治
会

の
皆
様
の
意
向
も
伺
い
な
が
ら
、
当
初
の
予
定
で
あ
り
ま
し

た
解
体
に
向
け
て
、
協
議
し
た
い
も
の
と
考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
大
成
小
学
校
体
育
館
は
、
建
設
し
て

か
ら
₅₉
年
を
経
過
し
て
お
り
、
₆０
年
を
経
過
し
た
年
度
で
建

て
替
え
が
考
え
ら
れ
ま
す
け
れ
ど
も
、
費
用
等
を
考
慮
い
た

し
ま
す
と
、
供
用
廃
止
と
位
置
づ
け
す
る
こ
と
が
妥
当
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
体
育
館
を
取
り
壊
し
す
る
場
合
、
ど
の
位
の

予
算
が
必
要
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
1
0
0
0
万
円
程
度
を
想
定
し
て
お
り

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
町
と
し
ま
し
て
は
、
解
体
計
画
を
持
っ
て
い

た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
先
ほ
ど
言
い
ま
し
た
よ
う
に

ヒ
メ
ヒ
ナ
コ
ウ
モ
リ
の
研
究
に
つ
い
て
、
も
う
少
し
時
間
を

　
　
　
　
　
　
旧
大
成
小
学
校
体
育
館
の
今
後
の
取
り
扱
い

田
中
議
員

る
の
か
を
検
討
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
旧
大
成
小
学
校
体
育
館
は
、
現
在
調
査
さ
れ

山
下
町
長

な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
体
育
館
を
取
り
壊
し
す
る
場
合
、
ど
の
位
の

田
中
議
員

予
算
が
必
要
か
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

佐
薙
建
設
課
長

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
町
と
し
ま
し
て
は
、
解
体
計
画
を
持
っ
て
い

山
下
町
長

欲
し
い
と
い
う
関
係
者
の
声
、
ま
た
議
会
の
中
で
の
一
般
質

問
な
ど
も
あ
り
、
町
と
し
て
そ
の
状
況
を
見
守
る
こ
と
と
い

た
し
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
と
お

り
、
来
年
度
で
一
区
切
り
が
つ
く
と
い
う
こ
と
で
ご
ざ
い
ま

す
の
で
、
そ
れ
を
受
け
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
、
そ
の

こ
と
に
つ
い
て
、
自
治
会
に
、
私
ど
も
が
ま
ず
動
い
て
発
端

を
つ
く
っ
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

今
後
は
体
育
館
解
体
に
向
け
て

協
議
を
し
て
い
き
た
い

答
旧
大
成
小
学
校
体
育
館
の

今
後
の
取
り
扱
い
は

問

上地　史隆　議員

　
　
　
　
　
　
女
性
の
社
会
進
出
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

化
に
よ
り
晩
婚
化
が
進
み
、
３₅
歳
以
降
は
妊
娠
率
が
急
激
に

下
が
り
ま
す
。
不
妊
治
療
で
最
初
に
行
う
の
は
そ
の
原
因
を

突
き
と
め
る
検
査
で
す
が
、
そ
の
費
用
は
保
険
適
用
で
数
万

円
程
度
で
す
。
検
査
後
の
治
療
で
は
、
基
本
的
に
大
き
く
分

け
タ
イ
ミ
ン
グ
法
、
人
工
授
精
、
体
外
受
精
、
顕
微
授
精
の

四
つ
で
す
。
体
外
受
精
・
顕
微
授
精
は
、
高
度
不
妊
治
療
で

保
険
適
用
外
で
２０
万
円
か
ら
₅０
万
円
程
度
と
高
額
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
現
在
、
道
や
町
に
も
助
成
が
あ
り
ま
す
が
、

実
際
に
不
妊
に
悩
ま
れ
て
い
る
方
は
ど
の
ぐ
ら
い
か
。
ま
た
、

高
額
な
費
用
に
対
し
現
在
の
助
成
で
足
り
て
い
る
か
お
伺
い

し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
本
町
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
で
経
済
的

負
担
の
軽
減
を
図
り
、
不
妊
治
療
費
助
成
金
交
付
要
綱
を
定

め
、
平
成
２３
年
４
月
１
日
以
降
に
受
け
ら
れ
た
不
妊
治
療
か

ら
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
国
や
道
は
体
外
受
精
、
顕
微
授

精
の
み
の
対
象
で
す
が
、
そ
れ
ら
に
上
乗
せ
補
助
を
行
い
、

国
や
道
に
お
い
て
対
象
外
の
人
工
授
精
も
助
成
対
象
と
し
て

　
　
　
　
　
　
女
性
の
社
会
進
出
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変

上
地
議
員

し
た
い
。

　
　
　
　
　
　
本
町
で
は
、
少
子
化
対
策
の
一
環
で
経
済
的

山
下
町
長 助

成
措
置
が
適
正
か
ど
う
か
も
検
討

し
、ま
た
周
知
等
に
も
努
め
た
い

答
不
妊
治
療
の
町
の
現
状
は
ど
う
か
︑

ま
た
助
成
額
は
適
正
か

問

い
ま
す
。
実
績
は
、
制
度
開
始
か
ら
今
日
ま
で
１１
人
に
対
し
、

延
べ
₄０
回
の
助
成
を
行
っ
て
、
そ
の
１１
人
の
う
ち
４
人
が
出

産
を
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
２
人
が
現
在
妊
娠
中
で
、
１
人
の

方
が
引
き
続
き
不
妊
治
療
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
不
妊
治
療
に

要
す
る
治
療
費
に
つ
い
て
、
特
定
不
妊
治
療
は
医
療
内
容
や

治
療
費
に
違
い
が
あ
り
ま
す
。
当
管
内
の
指
定
医
療
機
関
で

の
１
回
の
治
療
費
は
約
２０
万
円
か
ら
₄₅
万
円
、
国
と
道
か
ら

１
回
の
治
療
に
つ
き
１₅
万
円
の
助
成
金
と
町
の
助
成
金
５
万

円
、
計
２０
万
円
が
助
成
さ
れ
ま
す
。
国
や
道
の
助
成
金
は
通

算
助
成
回
数
に
制
限
が
あ
り
、
回
数
を
超
え
た
場
合
、
町
の

助
成
金
５
万
円
し
か
支
援
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。
治
療
費
が

高
額
の
場
合
、
多
額
の
自
己
負
担
が
生
じ
ま
す
。
特
定
不
妊

治
療
実
施
の
自
己
負
担
額
を
想
定
す
る
と
、
把
握
で
き
る
分

で
も
２₅
万
円
か
ら
₉０
万
円
程
度
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
の
で
、

さ
ら
に
、
一
層
の
負
担
軽
減
策
を
講
じ
て
い
く
こ
と
が
必
要

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
共
働
き
世
帯
も
多
い
の
で
も
う
少
し
助
成
を

し
な
い
と
、
所
得
が
下
が
る
中
、
大
変
で
は
な
い
か
な
と
思

い
ま
す
。
少
子
化
に
す
ご
く
力
を
入
れ
て
い
る
の
は
わ
か
り

ま
す
が
、
ほ
か
の
自
治
体
よ
り
頭
一
つ
抜
け
て
や
る
ぐ
ら
い

じ
ゃ
な
い
と
移
住
・
定
住
に
つ
な
が
ら
な
い
と
思
う
の
で
す

が
。

　
　
　
　
　
　
不
妊
治
療
助
成
は
、
人
口
減
に
歯
止
め
を
か

け
る
た
め
の
総
合
戦
略
に
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
必
要
と
さ

れ
る
方
の
把
握
も
十
分
で
は
な
い
で
す
し
、
助
成
額
が
ど
の

程
度
が
良
い
の
か
、
他
の
と
こ
ろ
で
は
所
得
制
限
や
年
齢
制

限
や
回
数
な
ど
、
助
成
要
件
を
持
ち
な
が
ら
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
、
こ
の
施
策

の
効
果
と
い
う
も
の
が
最
大
限
発
揮
で
き
る
か
、
見
直
し
を

図
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
妊
治
療
助
成
の
実
施
状
況
に
つ
い

て
は
、
平
成
２３
年
度
か
ら
１１
人
に
対
し
人
工
授
精
・
特
定
不

妊
治
療
で
計
₄０
回
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
年
齢
で
は
、

１
番
若
い
方
で
は
３３
歳
、
上
の
方
で
は
₄３
歳
の
方
が
助
成
を

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
共
働
き
世
帯
も
多
い
の
で
も
う
少
し
助
成
を

上
地
議
員

が
。

　
　
　
　
　
　
不
妊
治
療
助
成
は
、
人
口
減
に
歯
止
め
を
か

山
下
町
長

図
っ
て
み
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
不
妊
治
療
助
成
の
実
施
状
況
に
つ
い

松
川
福
祉
課
参
事

旧大成小学校体育館

当該交差点に設置
予定の電光掲示板
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一
般
質
問

一
般
質
問

受
け
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
特
定
不
妊
治
療
に
つ
き
ま
し
て

は
、
レ
デ
ィ
ー
ス
ク
リ
ニ
ッ
ク
、
中
村
記
念
病
院
で
２０
万
円

か
ら
₄０
万
円
の
費
用
が
か
か
り
ま
す
が
、
札
幌
の
病
院
で
受

け
ら
れ
た
方
は
、
１
回
当
た
り
の
治
療
費
は
₄０
万
円
か
ら
₆０

万
円
と
高
額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
都
市
部
に
比
べ
て
不
妊
治
療
の
理
解
が
不
足

し
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
不
妊
治
療
を
す
る
に
は
、
や

は
り
周
り
の
支
援
や
理
解
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ

ひ
周
知
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
周
知
・
理
解
は
、
広
く
浸
透
さ
せ
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
町
の
制
度
の

Ｐ
Ｒ
も
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
紹
介
を
し
た

り
理
解
を
深
め
る
活
動
に
こ
れ
か
ら
努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

近
隣
の
沿
線
自
治
体
で
も
存
続
に
つ
い
て
要
望
意
見
な
ど
が

上
が
っ
て
い
ま
す
。
発
端
は
Ｊ
Ｒ
北
海
道
が
１１
月
１₈
日
、
在

来
線
の
総
延
長
の
約
５
割
が
維
持
困
難
な
路
線
だ
と
発
表
し

ま
し
た
。
そ
の
中
に
は
石
北
線
も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
理
由

は
、
国
か
ら
₆
8
2
2
億
円
の
経
営
安
定
化
資
金
が
供
用
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
高
い
利
率
で
の
運
用
が
で
き
な
く
な
っ
た

の
と
、
安
全
化
投
資
に
も
毎
年
3
5
0
億
円
以
上
必
要
で
あ

り
、
今
回
の
台
風
被
害
の
復
旧
費
が
さ
ら
に
追
い
打
ち
を
か

け
て
い
る
た
め
で
す
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
赤
字
軽
減
の
た
め

沿
線
自
治
体
と
路
線
維
持
な
ど
の
費
用
負
担
の
協
議
を
考
え

て
い
ま
す
が
、
町
は
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
設
備
の
見
直
し
や
ス
リ
ム

万
円
と
高
額
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
都
市
部
に
比
べ
て
不
妊
治
療
の
理
解
が
不
足

上
地
議
員

ひ
周
知
に
努
め
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
周
知
・
理
解
は
、
広
く
浸
透
さ
せ
て
い
か
な

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
も
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、

上
地
議
員

て
い
ま
す
が
、
町
は
今
後
ど
の
よ
う
に
対
応
し
て
い
く
の
か
。

　
　
　
　
　
　
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
設
備
の
見
直
し
や
ス
リ
ム

山
下
町
長

化
、
運
賃
の
値
上
げ
に
よ
る
利
用
者
の
応
分
負
担
、
日
常
的

に
鉄
道
を
利
用
し
て
も
ら
う
利
用
促
進
策
、
運
行
と
施
設
等

を
分
け
る
上
下
分
離
方
式
な
ど
を
対
策
案
と
し
て
示
し
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
に
ど
の
よ
う
な
改
善
策
を
講

じ
、
大
原
則
で
あ
る
安
全
性
の
確
保
、
経
営
の
安
定
化
、
維

持
存
続
の
た
め
に
利
用
者
や
地
域
と
ど
の
よ
う
に
向
き
合
っ

て
き
た
か
な
ど
、
疑
問
な
点
も
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
、
協
議

を
す
る
と
し
た
場
合
、
前
提
と
し
て
、
こ
れ
ら
の
情
報
開
示

も
積
極
的
に
行
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
北
海
道
で
は
運
輸
審
議
会
が
あ
り
、
下

部
組
織
と
し
て
総
合
的
な
交
通
体
系
を
検
討
す
る
地
域
公
共

交
通
検
討
会
議
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ほ
ど
鉄
道
網

の
あ
り
方
を
集
中
的
に
論
議
す
る
た
め
、
有
識
者
に
よ
る
ワ

ー
キ
ン
グ
チ
ー
ム
が
設
置
を
さ
れ
、
来
年
１
月
に
は
北
海
道

に
お
け
る
将
来
に
わ
た
る
鉄
道
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、
一
定

の
方
向
性
が
示
さ
れ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。
当
管
内
で
は
、

オ
ホ
ー
ツ
ク
圏
活
性
化
期
成
会
に
て
意
見
交
換
を
行
い
、
石

北
線
・
釧
網
線
は
将
来
必
要
な
路
線
で
あ
る
と
い
う
考
え
方

を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
個
別
の
市
町
村
で
Ｊ

Ｒ
と
協
議
は
せ
ず
、
宗
谷
管
内
・
上
川
管
内
・
釧
路
管
内
な

ど
他
の
圏
域
と
の
連
携
を
強
化
し
て
進
め
る
こ
と
に
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
駅
所
在
の
市
町
村
だ
け
で
は
な
く
、
当
管
内

全
体
の
課
題
と
受
け
止
め
、
活
性
化
期
成
会
を
窓
口
に
全
体

で
対
処
す
る
こ
と
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
Ｊ
Ｒ

が
上
下
分
離
方
式
な
ど
を
提
案
を
し
て
ま
す
が
、
実
態
は
詳

し
く
わ
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
も
し
多
額
な
財
政
負
担
を
求

め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
受
け
入
れ
ら
れ
る
も
の

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
石
北
線
は
、
新
旭
川
〜
網
走
間
で
2
3
4
キ

ロ
あ
り
、
芋
と
タ
マ
ネ
ギ
の
収
穫
期
に
は
、
臨
時
列
車
を
１

日
１
往
復
運
行
し
て
い
ま
す
。
都
市
部
に
送
り
出
す
重
要
な

役
割
を
果
た
し
、
廃
線
に
な
っ
た
場
合
代
替
え
は
難
し
い
と

い
う
意
見
も
出
て
い
ま
す
。
こ
の
重
要
な
石
北
線
に
つ
い
て

は
、
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら
も
、
国
の
支
援
の
再
構
築
は
も
ち
ろ
ん

で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
石
北
線
は
、
新
旭
川
〜
網
走
間
で

上
地
議
員

で
す
が
、
道
に
も
地
域
の
交
通
網
が
ど
う
あ
る
べ
き
な
の
か

と
い
う
こ
と
を
描
い
て
い
た
だ
き
た
い
。
人
口
減
、
車
社
会

で
利
用
客
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
住
民
に
も
危
機
意
識
を
持

っ
て
利
用
し
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
も
大
事
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
私
ど
も
の
町
に
空
港
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て

鉄
道
が
無
く
て
良
い
と
い
う
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
や
は

り
い
ろ
ん
な
意
味
で
、
皆
さ
ん
に
使
っ
て
い
た
だ
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
う
い
っ
た
利
用
促
進
も
、
町
と
し
て
も
努

力
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
今

回
の
課
題
は
、
一
つ
の
組
織
や
自
治
体
が
頑
張
れ
ば
良
い
と

い
う
も
の
で
は
な
く
、
Ｊ
Ｒ
も
町
も
道
も
国
も
、
そ
れ
ぞ
れ

の
立
場
・
役
割
を
認
識
し
努
力
す
る
し
か
な
い
の
で
は
な
い

か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
私
ど
も
の
町
に
空
港
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て

山
下
町
長

今
回
の
課
題
は
北
海
道
及
び
管
内
全

体
で
今
後
協
議
を
進
め
た
い

答
石
北
線
な
ど
の
鉄
路
の
存
続
を
ど
う

す
る
か

問

齋藤　宏司　議員

　
　
　
　
　
　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
が
社
会
問
題

化
し
て
い
ま
す
。
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
心
情
に
配
慮
し
つ
つ
、

交
通
事
故
を
起
こ
す
前
に
運
転
免
許
証
の
返
納
の
決
断
が
で

き
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り
な
ど
が
必
要
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
が
、
返
納
支
援
制
度
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
平
成
２₈
年
１
月
か
ら
１１
月
ま
で
の
事
故
状
況

を
見
ま
す
と
₆₅
歳
以
上
の
方
の
事
故
は
、
全
体
の
２２
％
、
大

空
町
は
２７
年
事
故
発
生
件
数
は
７
件
、
負
傷
者
が
７
人
、
２₈

年
１１
月
末
ま
で
は
事
故
発
生
件
数
６
件
、
負
傷
者
が
７
人
で

あ
り
ま
す
。
ど
の
年
度
も
、
₆₅
歳
以
上
の
事
故
は
ゼ
ロ
、
負

傷
者
も
ゼ
ロ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
最
近
で
は
、
高
齢
者
の
運

転
操
作
ミ
ス
の
事
故
が
全
国
で
発
生
し
、
免
許
証
の
自
主
返

納
と
い
う
こ
と
の
是
非
や
仕
組
み
づ
く
り
が
議
論
さ
れ
て
い

ま
す
。
本
町
で
は
、
高
齢
者
の
移
動
支
援
す
る
対
策
と
し
て
、

ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗
の
ほ
か
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
、
外
出

支
援
タ
ク
シ
ー
券
の
制
度
を
設
け
、
高
齢
者
の
移
動
を
支
援

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
な
ど
で

は
、
今
、
運
転
免
許
証
を
お
持
ち
の
方
々
は
、
そ
れ
ぞ
れ
好

　
　
　
　
　
　
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
交
通
事
故
が
社
会
問
題

齋
藤
議
員

ま
す
が
、
返
納
支
援
制
度
に
つ
い
て
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
平
成

山
下
町
長 返

納
支
援
で
は
な
く
、現
在
の
支
援

を
改
善
し
て
い
き
た
い

答
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
運
転
免
許
自
主
返

納
の
支
援
制
度
化
は

問

き
な
時
間
に
好
き
な
場
所
に
、
そ
れ
ぞ
れ
行
く
こ
と
が
で
き

る
け
れ
ど
も
、
そ
の
他
の
交
通
手
段
で
あ
っ
て
も
、
そ
こ
ま

で
は
な
か
な
か
行
か
な
い
け
れ
ど
も
、
で
き
る
だ
け
そ
う
い

う
も
の
を
充
実
さ
せ
て
や
る
べ
き
で
は
な
い
か
と
、
そ
う
い

う
よ
う
な
お
話
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
一
方
で
は
、
高
齢
者

で
一
律
に
区
切
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、

地
域
の
状
況
か
ら
す
る
と
あ
る
程
度
仕
方
が
な
い
の
で
は
な

い
か
と
い
う
高
齢
者
側
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
先
般
、
美
幌
で
も
シ
ル
バ
ー
向
け
の
安
全
教

室
が
開
か
れ
、
大
勢
の
方
が
講
習
を
受
け
た
そ
う
で
す
し
、

₆₅
歳
以
上
を
対
象
に
高
齢
者
等
運
転
免
許
自
主
返
納
支
援
事

業
に
取
り
組
ま
れ
て
お
り
ま
す
。
や
は
り
自
主
返
納
に
対
す

る
制
度
化
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
自
動
車
学
校
等
の
協
力
で
冬
道

の
安
全
運
転
講
習
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
ご
高
齢
の
方
々
の

安
全
講
習
な
ど
、
町
と
し
て
主
体
的
に
取
り
組
む
と
い
う
考

え
方
も
持
っ
て
お
り
ま
す
。
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
混
乗
で
あ
り

ま
す
と
か
、
福
祉
タ
ク
シ
ー
券
の
交
付
、
外
出
支
援
タ
ク
シ

ー
券
の
交
付
、
ま
だ
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
な
ど
に
つ
い
て
は
、

利
用
率
が
低
迷
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
を
作
る
に
当
た
っ

て
も
ど
こ
ま
で
出
す
べ
き
か
、
ま
た
御
利
用
に
な
る
範
囲
と

か
、
そ
う
い
う
と
こ
ろ
で
改
善
の
余
地
も
、
ま
だ
私
は
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　
町
と
し
て
の
現
在
の
取
り
組
み
は
、
そ
こ
の
と
こ
ろ
を
一

生
懸
命
努
力
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
い
う
こ
と
に
し
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
を
制
度
化
に
し
て
、
実
際
に
何
か

を
対
応
す
る
と
い
う
の
は
、
な
か
な
か
難
し
い
問
題
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
な
と
、
少
し
情
報
を
収
集
し
て
み
た
い
。
ま

ず
、
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
当
初
の
目
的
を
し
っ
か
り

と
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
伝
え
し
て
御
利
用
い
た
だ
く
と
い
う

と
こ
ろ
に
、
全
力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
対

象
と
な
る
方
が
１
4
4
6
人
で
9
8
3
人
に
交
付
を
し
て
お

い
か
と
い
う
高
齢
者
側
の
ご
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
先
般
、
美
幌
で
も
シ
ル
バ
ー
向
け
の
安
全
教

齋
藤
議
員

る
制
度
化
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
。

　
　
　
　
　
　
オ
ホ
ー
ツ
ク
自
動
車
学
校
等
の
協
力
で
冬
道

山
下
町
長

ご
ざ
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー
に
つ
い
て
は
、
対

南
部
福
祉
課
長

り
、
₆₈
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
状
況
は
、
5
3
5
枚
の

タ
ク
シ
ー
券
を
使
っ
て
い
た
だ
き
、
実
際
の
発
行
枚
数
か
ら

１０
％
弱
の
利
用
と
な
っ
て
い
ま
す
。
や
は
り
ご
自
宅
か
ら
病

院
に
通
う
方
が
１
番
多
く
見
て
お
り
ま
す
。
ス
タ
ー
ト
か
ら

８
カ
月
と
い
う
こ
と
で
、
１
年
、
２
年
を
通
し
、
検
討
し
な

が
ら
見
直
し
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
い
て
は
、
他
の
と

こ
ろ
で
は
交
通
の
足
を
確
保
す
る
と
い
う
ほ
か
に
、
身
分
証

明
証
に
替
わ
る
よ
う
な
も
の
を
発
行
し
た
り
と
、
き
っ
か
け

作
り
も
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
も
こ
れ
か
ら
は
念
頭
に
置
い

て
、
町
民
の
方
々
に
Ｐ
Ｒ
を
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　
　
　
　
　
　
空
き
家
等
対
策
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

が
平
成
２７
年
か
ら
施
行
と
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
住
宅
な
ど

の
老
朽
化
が
ど
ん
ど
ん
進
む
こ
と
に
よ
り
、
美
観
上
の
環
境
、

倒
壊
、
飛
散
に
よ
る
近
隣
住
宅
な
ど
へ
の
影
響
が
大
き
い
と

考
え
ら
れ
ま
す
が
、
町
内
の
廃
屋
の
現
状
や
今
後
の
対
策
な

ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
本
町
の
空
き
家
は
現
在
1
2
0
件
で
あ
り
ま

す
。
平
成
２₆
年
度
か
ら
廃
屋
等
解
体
撤
去
補
助
金
制
度
を
創

設
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
の
管
理
は
、
町
外
在
住
者
も
多
く
、

問
題
意
識
を
持
た
れ
な
か
っ
た
り
、
経
済
的
な
理
由
や
相
続

関
係
な
ど
か
ら
適
正
な
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
も
あ
り
、

空
き
家
が
荒
廃
し
て
い
く
要
因
が
あ
り
ま
す
。
空
き
家
所
有

者
等
に
対
し
、
適
正
な
管
理
を
行
う
よ
う
文
書
指
導
や
直
接

連
絡
を
し
て
お
り
ま
す
。
今
年
８
月
、
台
風
７
号
の
影
響
で

３
件
の
廃
屋
の
屋
根
が
飛
散
を
い
た
し
ま
し
た
。
条
例
に
基

が
ら
見
直
し
を
考
え
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
免
許
証
の
自
主
返
納
に
つ
い
て
は
、
他
の
と

山
下
町
長

　
　
　
　
　
　
空
き
家
等
対
策
推
進
に
関
す
る
特
別
措
置
法

齋
藤
議
員

ど
に
つ
い
て
伺
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
本
町
の
空
き
家
は
現
在

山
下
町
長 今

後
の
状
況
を
見
つ
つ
判
断
し
た
い

答
町
内
の
廃
屋
に
対
し
︑

行
政
代
執
行
を
行
う
考
え
は

問

石北線を走る特急オホーツク
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

一
般
質
問

委員会レポートOZORA
MEMANBETSU

HIGASHIMOKOTO

総務厚生常任委員会

　主な審議項目 説　明　概　要　等
平成28年人事院勧告に基づく大空町職
員給与改定について

平成28年人事院勧告に伴う町職員の給料表水準及び配偶者に係る
扶養手当の見直し等

大空町臨時職員等の勤務条件に関する
条例等の一部改正について 臨時職員等の賃金等の見直し（一部引上げ）

土地・建物の寄附について 女満別中央病院横の医師住宅の土地及び建物の寄附
国保の都道府県単位化に係る国保事業
費納付金の仮算定結果について

平成30年度からの国保制度改正による都道府県単位化に伴う全道
市町村別の算定結果

交通安全計画（更新）について 5年間（Ｈ28～ H32）の大空町交通安全計画の内容
塵芥処理等指名型プロポーザル審査会
の結果について 一般廃棄物処理業務などに係る審査会の状況及び結果

◆上記のほか、「大空町税条例の一部改正について」など全9項目を審議

●第11回〔平成28年11月22日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
社会保障・税番号制度システムの整備
について マイナンバー制度に伴うシステム整備状況

東藻琴診療所超音波画像診断装置につ
いて 東藻琴診療所への新しい医療機器の導入

臨時福祉給付金について 臨時福祉給付金の支給状況及び今後の見込み
廃屋等解体撤去補助金の補正（危険指
導家屋分）について 廃屋等解体撤去補助金の支給状況及び増額

北海道における空港運営戦略の推進
（案）について 空港民営化に伴う北海道作成の推進案の報告

◆上記のほか、「指定管理者の指定について」など全7項目を審議

●第12回〔平成28年12月８日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
町営住宅長寿命化計画（素案）につい
て 10年間（Ｈ29～Ｈ38）の長寿命化計画の内容

◆上記のほか、「エキノコックス感染対策調査結果について」など全3項目を審議

●第15回〔平成29年1月16日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
大空町の新しい高校づくりについて 大空町の今後の高校のあり方について審議
◆上記のほか、「除雪計画について」など全3項目を審議

●第11回〔平成28年11月９日開催〕

産業建設文教常任委員会

づ
き
指
導
１
件
、
勧
告
２
件
を
行
い
、
指
導
の
１
件
に
つ
い

て
は
、
解
体
工
事
の
要
望
が
あ
り
、
残
り
２
件
に
つ
き
ま
し

て
も
、
交
渉
を
進
め
て
い
る
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。
行
政
代

執
行
の
経
費
は
、
所
有
者
や
権
利
者
へ
請
求
し
ま
す
が
、
支

払
能
力
の
有
無
な
ど
の
課
題
が
あ
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
方

の
意
識
で
は
、
廃
屋
化
し
て
し
ま
え
ば
最
終
的
に
は
町
が
壊

し
て
く
れ
る
と
、
そ
う
い
う
安
易
な
発
想
に
ひ
ょ
っ
と
し
て

つ
な
が
っ
て
行
く
の
で
は
な
い
か
と
の
不
安
も
ご
ざ
い
ま
す
。

な
か
な
か
行
政
代
執
行
ま
で
踏
み
込
め
る
か
ど
う
か
と
い
う

判
断
が
で
き
ず
に
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
廃
屋
に
対
す
る
行
政
代
執
行
に
つ
い
て
は
、

ど
ん
な
状
況
に
な
っ
て
も
や
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
補
助
金
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か
壊
せ
な
い
方

と
い
う
の
は
、
町
で
壊
し
て
し
ま
っ
た
費
用
分
を
町
で
回
収

す
る
と
い
う
こ
と
は
、
債
権
債
務
が
発
生
し
徴
収
す
る
こ
と

に
多
大
な
努
力
が
必
要
で
す
し
、
今
ま
で
の
事
例
も
含
め
て

全
額
回
収
で
き
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
。
町
民
の
皆
さ
ん
が
税

金
で
穴
埋
め
を
す
る
こ
と
に
反
対
を
し
な
い
で
全
面
的
に
協

力
す
る
と
言
っ
て
く
れ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
判
断
を
現
在
見

極
め
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
の
で
、
御
理
解
い
た
だ
き
た

い
。

　
　
　
　
　
　
本
当
に
切
羽
詰
ま
っ
た
段
階
で
は
、
そ
れ
も

仕
方
な
い
こ
と
だ
と
自
分
で
は
そ
う
思
い
ま
す
。
廃
屋
に
な

る
と
そ
の
利
用
価
値
も
な
い
か
ら
倒
壊
寸
前
に
し
か
見
え
ま

せ
ん
。
制
度
が
変
わ
り
固
定
資
産
も
６
倍
に
な
る
と
い
う
こ

と
も
知
ら
な
い
方
が
多
く
、
お
金
が
無
い
の
で
そ
の
ま
ま
に

す
る
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
。
私
自
身
は
そ
の
辺
で
は
協
力

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
で
き
る
だ
け
そ
の
除
却
に
向
け
て
、
税
金
の

問
題
と
か
、
御
相
談
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
、
今
現
在
、
補
助

金
対
象
の
も
の
か
ら
、
悪
化
を
し
て
危
険
が
周
辺
に
ま
で
及

ぶ
も
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
の
で
、
も
う
１
段
階
の
基

準
を
持
ち
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
そ
の
考
え
方
な
ど
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
ら
、
ま

判
断
が
で
き
ず
に
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
廃
屋
に
対
す
る
行
政
代
執
行
に
つ
い
て
は
、

齋
藤
議
員

ど
ん
な
状
況
に
な
っ
て
も
や
ら
な
い
の
か
。

　
　
　
　
　
　
補
助
金
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か
壊
せ
な
い
方

山
下
町
長

い
。

　
　
　
　
　
　
本
当
に
切
羽
詰
ま
っ
た
段
階
で
は
、
そ
れ
も

齋
藤
議
員

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
で
き
る
だ
け
そ
の
除
却
に
向
け
て
、
税
金
の

山
下
町
長

た
皆
様
に
も
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
覚
悟
を
決
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
選
挙
権
の
年
齢
が
７０
年
ぶ
り
に
改
正
さ
れ
、

従
来
の
２０
歳
以
上
か
ら
１₈
歳
以
上
に
引
き
下
げ
た
改
正
公
職

選
挙
法
が
平
成
２７
年
６
月
か
ら
施
行
と
な
り
、
今
年
の
夏
の

参
議
院
選
か
ら
対
象
と
な
り
ま
し
た
が
、
本
町
の
選
挙
結
果

の
分
析
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会
と
し

て
は
、
町
広
報
紙
に
掲
載
す
る
と
と
も
に
、
新
た
に
選
挙
権

を
有
す
る
こ
と
と
な
っ
た
１₈
歳
及
び
１₉
歳
の
方
に
対
し
、
参

議
院
議
員
選
挙
投
票
所
入
場
券
と
選
挙
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

を
同
封
し
、
選
挙
啓
発
を
行
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
し
か
し
、

大
空
町
に
お
け
る
１０
代
の
投
票
率
は
３１
・
₉１
％
と
全
道
平
均

の
₄３
・
３₈
％
及
び
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内
平
均
の
３２
・
₆₅
％
を
下

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
２０
代
で
も
₄₄
・
１₄
％

と
、
大
空
町
の
投
票
率
₆１
・
₅７
％
を
大
き
く
下
回
っ
て
い
る

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
日
本
は
本
当
に
遅
く
て
、
世
界
で
は
1
9
2

カ
国
中
₉２
％
が
１₈
歳
以
上
の
選
挙
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回

の
結
果
を
受
け
、
選
挙
に
対
す
る
心
が
け
や
一
票
の
重
み
へ

の
啓
発
等
を
さ
ら
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
職
選
挙
法
等
の
改

正
に
つ
い
て
注
視
す
る
と
と
も
に
、
年
４
回
の
選
挙
人
名
簿

登
録
の
お
知
ら
せ
を
行
う
際
、
選
挙
啓
発
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

送
付
を
引
き
続
き
行
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
の
選
挙
で
は
、

広
報
紙
及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
啓
発
や
他
市
町
村
で
の
優

　
　
　
　
　
　
選
挙
権
の
年
齢
が

齋
藤
議
員

の
分
析
、
今
後
の
課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
選
挙
管
理
委
員
会
と
し

髙
橋
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
長

回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

熊
谷
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
日
本
は
本
当
に
遅
く
て
、
世
界
で
は

齋
藤
議
員

の
啓
発
等
を
さ
ら
に
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
職
選
挙
法
等
の
改

熊
谷
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
長

良
啓
発
活
動
の
導
入
な
ど
も
進
め
て
い
き
た
い
。
投
票
率
向

上
に
向
け
て
、
な
お
一
層
取
り
組
ん
で
行
き
ま
す
。

投
票
率
向
上
に
向
け
、

啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
く

答
18
歳
選
挙
権
に
つ
い
て
の

今
後
の
課
題
は

問

高校生の模擬投票体験 選挙啓発高校生出前講座の様子
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議
会
活
動
掲
示
板

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

　

檜
山
北
高
等
学
校
は
昭
和
₄７
年
に
当
時
の

「
今
金
高
等
学
校
」
と
「
北
檜
山
高
等
学
校
」

の
２
校
が
統
合
し
、
全
道
で
も
珍
し
い
「
総
合

学
科
」
設
置
高
校
と
し
て
設
立
さ
れ
、
現
地
で

は
、
雄
大
な
自
然
環
境
の
中
で
学
び
な
が
ら
、

心
豊
か
に
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
養
う
、
そ

し
て
ふ
る
さ
と
や
社
会
に
貢
献
で
き
る
多
様
な

人
材
育
成
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
に
、
生
徒
一

人
ひ
と
り
に
対
応
す
る
幅
広
い
総
合
選
択
科
目

を
設
定
し
て
い
る
状
況
を
視
察
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
当
町
で
も
将
来
の
高
校
の
あ
り
方
を
議
論
し

　
石
狩
市
農
業
協
同
組
合
で
は
、
農
産
物
直
売

所
「
Ｊ
Ａ
い
し
か
り
地
物
市
場
と
れ
の
さ
と
」

の
運
営
と
登
録
制
農
業
パ
ー
ト
「
グ
リ
ー
ン
サ

ポ
ー
タ
ー
」
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
と
れ
の
さ
と
」
は
、
地
産
地
消
や
地
域
交
流

の
観
点
か
ら
現
在
の
と
こ
ろ
に
平
成
２３
年
４
月

に
オ
ー
プ
ン
し
、
地
元
の
米
・
野
菜
・
加
工
ジ

ュ
ー
ス
な
ど
を
販
売
し
、
札
幌
圏
の
消
費
者
の

多
く
が
訪
れ
る
な
ど
、
成
功
を
収
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
「
グ
リ
ー
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
」
は
、
農
作

業
の
人
手
不
足
解
消
の
た
め
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ

ー
を
Ｊ
Ａ
で
募
集
・
登
録
し
運
営
し
て
い
る
と

い
う
も
の
で
、
農
家
負
担
軽
減
、
効
率
性
向
上
、

　
ノ
ー
ス
テ
ッ
ク
財
団
で
は
、
「
北
海
道
の
産

業
お
こ
し
」
を
理
念
と
し
た
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー

活
動
等
へ
の
支
援
を
行
っ
て
お
り
、
道
内
各
地

の
２２
の
地
域
産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
研
究
会
や
地
域

食
品
加
工
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
も
連
携
を
行

っ
て
お
り
、
主
に
農
林
水
産
物
の
商
品
開
発
や

高
付
加
価
値
化
、
さ
ら
に
商
品
普
及
活
動
や
販

売
支
援
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
業
務
を
行

っ
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

　
特
に
六
次
産
業
化
の
現
状
と
取
組
に
つ
い
て

は
、
各
地
域
の
特
産
加
工
品
（
ド
レ
ッ
シ
ン
グ

・
レ
ト
ル
ト
食
品
・
加
工
ジ
ュ
ー
ス
な
ど
）
に

お
け
る
高
付
加
価
値
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
の
難
し

　主な審議項目 説　明　概　要　等
大空町耐震改修促進計画の策定につい
て 5年間（Ｈ29～Ｈ33）の耐震改修促進計画の内容

◆上記のほか、「除雪車両で発生した出火について」など全3項目を審議

●第16回〔平成29年1月16日開催〕

合 同 常 任 委 員 会 （２常任委員会合同での調査）

　主な審議項目 説　明　概　要　等
第3次大空町行政改革大綱及び推進計画
について

現在までの進捗状況及び5年間（Ｈ29～ H33）の行政改革大綱及
び推進計画の内容

大空町総合計画実施計画のローリング
結果について 現総合計画各項目に係る事務事業の評価及び検討の状況について

●第14回総務厚生・第15回産業建設文教〔平成28年12月21日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
地域振興施設について 平成29年9月オープン予定の地域振興施設の進捗状況

●第12回総務厚生・第13回産業建設文教〔平成28年12月8日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
国勢調査確報値について 平成27年国勢調査の確報値の公表状況
広域穀類乾燥調製貯蔵施設の整備状況
について 平成30年完成予定の広域穀類乾燥調製貯蔵施設の進捗状況

東藻琴福寿苑増築事業基本設計概要に
ついて 平成30年完了予定の東藻琴福寿苑増築事業の現在までの進捗状況

◆上記のほか、「指定管理者制度に係るモニタリング評価について」など全6項目を審議

●第11回総務厚生・第12回産業建設文教〔平成28年11月22日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
芝桜公園温泉汲上用水中ポンプの故障
について　

メタンガスによる温泉汲上用水中ポンプの故障の状況及び新規入れ
替え等に伴う整備費用

●第12回〔平成28年11月22日開催〕

　主な審議項目 説　明　概　要　等
農業振興資金利子補給条例の一部改正
について 本年8月の台風等による農業被害への救済措置

平成28年激甚災害に係る農業経営緊急
支援資金利子助成金交付要綱の制定に
ついて

災害復旧に係る資金借入に対する救済措置

大空町観光振興計画（素案）について 10年間（Ｈ29～Ｈ38）の観光振興計画の新規策定
芝桜公園でのこがね虫（害虫）の発生
について

芝桜公園の芝桜の根へのこがね虫の発見状況及びその後の対応処理
状況

町立学校体育文化振興補助金及び体育
振興補助金の予算補正について 全国・全道大会への団体・個人の出場に伴う予算計上

東藻琴小学校体育館建設について 老朽化に伴う東藻琴小学校の新体育館の整備（平成29年度完成予
定）

◆上記のほか、「網走川中央地区国営かんがい排水事業について」など全13項目を審議

●第13回〔平成28年12月８日開催〕

産
業
建
設
文
教
常
任
委
員
会

道
内
行
政
視
察
報
告（
10
／
17
〜
19
）

視
察
先
①
：
檜
山
管
内
せ
た
な
町

北
海
道
檜
山
北
高
等
学
校

視
察
先
②
：
石
狩
市

石
狩
市
農
業
協
同
組
合

視
察
先
③
：
札
幌
市

ノ
ー
ス
テ
ッ
ク
財
団

研
修
項
目

「
総
合
学
科
設
置
高
等
学
校
の

　
運
営
状
況
に
つ
い
て
」

研
修
項
目

「
農
産
物
直
売
所
（
と
れ
の
さ
と
）

の
運
営
状
況
に
つ
い
て
」

「
登
録
制
農
業
パ
ー
ト
（
グ
リ
ー
ン

サ
ポ
ー
タ
ー
）
に
つ
い
て
」

研
修
項
目

「
ノ
ー
ス
テ
ッ
ク
財
団
の
概
要
」

「
六
次
産
業
化
の
現
状
と
取
組
状

況
に
つ
い
て
」

高校内の農産加工室にて

直売所「とれのさと」にて

ノーステック財団にて

【消防出初式　１／７】
　消防出初式が
両地区で行われ、
議員１０名が出席
しました。

【成人式　１／８】
　成人式が議事
堂文化ホールで
行われ、議員１１
名が出席しまし
た。

議 会 活 動 掲 示 板

さ
に
お
け
る
課

題
、
さ
ら
に
単

独
で
は
な
く
産

学
官
を
は
じ
め

と
し
た
地
域
間

や
業
種
間
の
連

携
が
将
来
的
に

重
要
で
ポ
イ
ン

ト
と
な
る
旨
説

明
を
受
け
ま
し

た
。

経
営
拡
大
促
進

な
ど
、
農
業
経

営
へ
の
メ
リ
ッ

ト
が
多
く
あ
る

と
の
こ
と
で
、

大
変
参
考
と
な

り
ま
し
た
。

て
い
る
状
況
で

す
の
で
、
檜
山

北
高
校
で
の
生

徒
の
進
路
選
択

の
拡
大
や
資
質

・
能
力
形
成
へ

の
取
組
み
は
大

変
参
考
と
な
り

ま
し
た
。
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特集：「議会報告会・町民との
　　　　意見交流会」を開催しました
●平成28年12月定例会
　◇特別職給与費を53万9,000円減額
●平成２８年１１月臨時会
　◇広域穀類乾燥調製貯蔵施設
　　整備関連費に70億8,596万円増額
委員会レポート

町政を問う！!　 ～12月定例会～

・・・・・・・・・・・・P7

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P17

・・・・・・・・・・・・P19

・・・・・・・・・・・・・・・・P20

・・・P12

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P13

・・・・・・P15

大 空 町 検 索

【一般質問：3名の議員が登壇】

平成29年（2017年）２月15日発行 43号

ぎかいだより
O Z O R A

G I K A I  D A Y O R I

北 海 道 大 空 町 議 会

平成28年12月 定例会

☆田中裕之議員
・大成４区会館前交差点での事故対応について
　ほか１件

☆上地史隆議員
・不妊治療について　ほか１件

☆齋藤宏司議員
・高齢ドライバーの運転免許自主返納について
　ほか２件

議会活動掲示板
「町民の声」馬渡 智昭さ　　んより

～地域振興施設による地域活性化を～

ちょう みん こえ

■
発
行
／
大
空
町
議
会　
■
編
集
／
議
会
広
報
常
任
委
員
会　
■
印
刷
／
株
式
会
社
須
田
製
版

〒
０
９
９
│

２
３
９
２　
北
海
道
網
走
郡
大
空
町
女
満
別
西
3
条
4
丁
目
1
番
1
号　
Ｔ
Ｅ
Ｌ（
０
１
５
２
）７
４
│
２
１
１
１
・
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
１
５
２
）７
４
│

２
１
９
１ 本紙は、見やすさや読みやすさを配慮したユニバーサルデザインフォントを採用しています。

また環境にやさしい植物油インキを使用しています。

大
空
町
議
会
だ
よ
り  

第
₄₃
号 

平
成
₂₉
年（
２
０
１
７
年
）２
月
₁₅
日
発
行

o z o r a  g i k a i  ４ ３

　東藻琴千草の地で生まれ農業を営んでいる
が、自治会の戸数減少と共に子供たちの声も
途絶えてしまった。40年ほど前は、スクー
ルバスは満席、大人たちは大変な農作業の合
間を縫って地域行事を楽しんでいた。なかで
も東藻琴神社の秋祭りは盛大であったのを記
憶している。
　アメリカ中西部ノースダコタ州にある小さ
な街コルファックスに知り合いがおり、何度
か訪問したことがある。広い農地に農家が点
在し、街には学校とガソリンスタンド、カフ
ェが1軒あるだけだった。このカフェのラン
チタイムは、わりと賑わっており、みな同じ
ハンバーガーとポテトとコーラで歓談してい
る。ほかのメニューはいつも品切れらしい。
　ここの人口は150人ほどと聞いた。ヨーロ

町 民 の 声
馬
もう

渡
たい

　智昭 さん
（東藻琴千草）

大空町女満別公園6丁目1-19
☎ 0152-74-2651  FAX 0152-74-2071☎ 0152-74-2651  FAX 0152-74-2071

有限会社 三和建設

SANWA

Amenity Life
快適でお得なリフォームをご提案！

快適リフォームプランナー

議会の傍聴は
　　　　お気軽に！
◆定例町議会は、年４回（３月・６月・９月・
12月）に開かれます。また、臨時町議会は、
必要に応じて随時開かれますので、お気軽に
傍聴においでください。
◆詳しくは、議会事務局までお問い合わせくだ
さい。

３月定例会は、

開かれる予定です。

３月７日(火)から

ッパのように、教会を中心に街が創られると
100人ほどの農村でも活気が感じられるが、
ここは大区画圃場に農家が張り付くかたちで、
どこか寂しさを感じる。この入植・開拓のス
タイルは北海道の農村と同じで、コルファッ
クスに東藻琴の未来を見た気がする。
　人口減少が進む農村では、農家も街で暮ら
し圃場に出向き仕事をするという農村のかた
ちも検討の価値があると思う。
　コルファックスカフェに何度か通う中で、
過疎の地にこそ住民が集い飲食できる場所が
あることの大事さが痛感できた。東藻琴に建
設中の宿泊・飲食・物販施設が自然発生的な
コミュニティーの中心になることを期待して
いる。

※民間事業者からの有料広告を掲載しています。




